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千
二
百
年
の
歴
史
を
誇
る
古
都
で
あ
り
な
が
ら
、

時
代
を
先
駆
け
る
新
し
さ
も
纏
い
続
け
る
京
都
。

こ
の
地
に
煌
め
く
価
値
の
本
質
と
は
、
悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
で

変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
時
を
惜
し
ま
ず
、
常
に
新
し
く
永
々
と
磨
き
続
け
ら
れ
、

現
代
に
ま
で
洗
練
を
重
ね
て
き
た
上
質
さ
に
こ
そ
宿
り
ま
す
。

京
都
・
岡
崎
、
平
安
神
宮
と
疏
水
の
風
雅
に
寄
り
添
う
地
に
、

先
進
の
都
心
生
活
を
謳
歌
す
る
「
ヴ
ィ
ラ
岡
崎
神
宮
」
。

数
々
の
国
宝
、
重
要
文
化
財
を
擁
す
る
古
刹
を
は
じ
め
、

歴
史
が
伝
え
る
王
朝
の
浪
漫
を
間
近
に
し
な
が
ら
、

新
た
な
時
代
の
都
市
の
躍
動
を
満
喫
す
る
の
も
、

懐
の
深
い
京
都
の
街
に
住
ま
う
醍
醐
味
で
す
。



千
年
の
歴
史
を
誇
り
、
由
緒
の
あ
る
寺
社
が
そ
こ
か
し
こ
に
点
在

す
る
京
都
。
市
井
の
暮
ら
し
の
中
に
も
、
し
き
た
り
や
作
法
、
祭

礼
や
文
化
と
し
て
、
伝
統
に
培
わ
れ
た
日
本
の
心
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
京
都
市
内
に
あ
っ
て
、
唯
一
、
近
代
の
イ

メ
ー
ジ
を
強
く
香
ら
せ
る
岡
崎
界
隈
は
、
京
都
の
中
で
も
独
自
の

個
性
を
放
つ
エ
リ
ア
と
い
え
ま
す
。
明
治
維
新
以
降
、
近
代
化
に

邁
進
し
た
京
都
の
新
し
い
一
面
を
象
徴
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
岡

崎
は
他
の
京
都
市
内
の
各
所
と
比
べ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
が
色
濃
い
エ
リ
ア
と
し
て
輝
き
を
見
せ
ま
す
。

岡
崎
公
園

京
都
市
美
術
館

京
都
市
動
物
園 京

都
国
立
近
代
美
術
館

平
安
神
宮 

大
鳥
居

平
安
神
宮

み
や
こ
め
っ
せ

永
観
堂

南
禅
寺

岡
崎
疏
水

岡
崎
桜
回
廊

金
戒
光
明
寺

大
文
字

真
如
堂

法
然
院
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千
年
を
纏
い
、洗
練
を
紡
ぐ
。

京
の
魅
力
の
真
髄
に
住
ま
う
。

平安神宮 神苑 白河院

王
朝
の
風
雅
と
、

近
代
の
黎
明
が
交
差
す
る
地
。

平
安
時
代
に
は「
白
河
」と
呼
ば
れ
、貴
族
の
別
業

（
別
荘
）が
営
ま
れ
て
い
た
と
い
う
京
都
・
岡
崎
。明

治
の
文
明
開
花
期
に
は
、日
本
の
近
代
化
の
先
駆
け

の
地
を
務
め
、さ
ら
に
、「
府
立
図
書
館
」、「
京
都
市

美
術
館
」、「
国
立
近
代
美
術
館
」の
整
備
さ
れ
る
に

つ
れ
、文
化
・
芸
術
を
象
徴
と
す
る
エ
リ
ア
と
し
て

姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
。歴
史
都
市
京
都
の
中
で
、

輝
か
し
い
異
彩
を
放
つ
岡
崎
。そ
の
伝
統
と
進
化
が

相
交
わ
る
妙
を
受
け
継
ぐ
地
に「
ヴ
ィ
ラ
岡
崎
神

宮
」は
誕
生
し
ま
す
。

文
明
開
化
の
舞
台
と
し
て

脚
光
を
浴
び
た
岡
崎
。

大
規
模
な
大
名
屋
敷
跡
を
は
じ
め
、土
地
に
余
裕
の

あ
っ
た
岡
崎
の
地
は
、明
治
維
新
後
、千
年
の
歴
史

の
積
み
重
ね
の
上
に
近
代
文
化
都
市
と
し
て
、京
都

の
新
た
な
一
面
を
積
極
的
に
打
ち
出
す
格
好
の
舞

台
と
な
り
ま
し
た
。1895

年
、第
四
回
内
国
勧
業
博
覧

会
と
平
安
遷
都
千
百
年
記
念
祭
を
開
催
。平
安
神
宮

は
、パ
ビ
リ
オ
ン
的
施
設
と
し
て
に
造
営
さ
れ
、以

来
、近
代
京
都
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幕
末
動
乱
期
の
京
都
に

雄
藩
が
藩
邸
を
構
え
た
岡
崎
。

源
平
の
乱
、南
北
朝
の
対
峙
、そ
し
て
応
仁
の
乱
に

よ
り
白
河
の
地
は
荒
廃
・
衰
微
を
重
ね
ま
す
。こ
の

地
が
、岡
崎
の
地
名
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に

な
る
の
は
江
戸
時
代
後
期
。幕
末
に
、再
び
政
治
の

舞
台
と
な
っ
た
京
都
に
お
い
て
、広
大
な
土
地
を
活

か
し
た
大
名
藩
邸
の
用
地
と
し
て
注
目
さ
れ
、雄
藩

の
新
た
な
京
屋
敷
や
駐
屯
地
と
し
て
次
々
と
藩
邸

が
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。こ
う
し
て
、白
河

か
ら
藩
邸
へ
と
変
遷
す
る
岡
崎
の
、華
や
か
な
土
地

の
歴
史
が
記
憶
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

白
河
天
皇
の
院
政
の
舞
台
と
し
て
、

政
治
の
中
心
と
な
っ
た
岡
崎
。

平
安
時
代
も
末
期
に
な
る
と
、平
安
京
は
右
京
よ
り

左
京
が
大
い
に
栄
え
、鴨
川
の
東
に
貴
族
の
邸
宅
が

数
多
く
軒
を
並
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。と
く
に
二

条
大
路
末
の
南
北
に
広
が
る
白
河
の
地
は
、平
安
京

と
東
海
道
・
東
山
道
を
結
ぶ
重
要
な
地
で
も
あ
り
、

九
世
紀
半
ば
頃
に
摂
政
藤
原
良
房
の
別
荘
白
河
殿

が
築
か
れ
て
以
降
、別
業
・
寺
院
の
建
立
が
相
次
ぎ

ま
す
。「
こ
の
世
を
ば　

わ
が
世
と
ぞ
思
ふ
」の
歌
で

知
ら
れ
、天
皇
に
次
ぐ
権
勢
を
誇
っ
た
藤
原
道
長
は
、

白
河
殿
で
し
ば
し
ば
観
桜
の
宴（
花
見
）な
ど
を
催

し
、我
が
世
の
春
を
楽
し
ん
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。十

一
世
紀
後
半
、こ
の
地
が
白
河
天
皇
に
献
上
さ
れ
法

勝
寺（
尊
勝
寺
、最
勝
寺
、円
勝
寺
、成
勝
寺
、延
勝
寺

と
と
も
に
六
勝
寺
と
総
称
）が
造
営
さ
れ
る
と
、院

政
の
舞
台
と
し
て
、事
実
上
の
政
治
の
中
心
と
な
り

ま
し
た
。

蹴上船溜 撮影：明治26年頃‐③

昭和4年完成当時の大鳥居‐④

平安遷都千百年記念祭‐④

大札記念京都大博覧会‐②

京阪鴨東線開通‐⑤

O K A Z A K I H I S T O R Y
京都・岡崎年表

保元の乱1156

弥生時代 岡崎遺跡

平治の乱1159

応仁の乱で戦場となる1467

明治維新1868

第四回内国勧業博覧会
平安神宮創建
平安遷都千百年記念祭

1895

岡崎公園開園1904

都ホテル開業1900

平安神宮大鳥居完成1929

京阪鴨東線
「丸太町」駅を
「神宮丸太町」駅へ改称

2008

京都会館開館1960

京都府立図書館開館1909

大典記念京都博覧会1915
（大正4年）

大札記念京都大博覧会1928
（昭和3年）

京阪鴨東線
「丸太町」駅開業

1989
（平成元年）

蹴上インクライン完成1889
（明治22年）

①
総
合
文
化
財
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
／
株
式
会
社
イ
ビ
ソ
ク
調
査　

②
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵　

③
京
都
市
上
下
水
道
局・田
邉
家
資
料　

④
平
安
神
宮
所
蔵　

⑤
「
京
阪
百
年
の
あ
ゆ
み
」よ
り

※

京
都・岡
崎
年
表
は
、『
地
図
で
読
む 

京
都・岡
崎
年
代
史
』を
基
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

幕末京都再現地図（1868年／慶応四年）

1895年 第四回内国勧業博覧会の開催「第四回内国博覧会平安神宮大極殿之図」‐②

白河上皇の院政の舞台となった「院の御所」

六勝寺の建立

法勝寺（白河天皇）1077
尊勝寺（堀河天皇）1102
最勝寺（鳥羽天皇）1118
円勝寺（待賢門院）1128
成勝寺（崇徳天皇）1139
延勝寺（近衛天皇）1149

法勝寺最勝寺

円勝寺延勝寺

尊勝寺

成勝寺 八角九重塔

ザ・京都岡崎

白河街区

悠 久 の 風 雅
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華
麗
な
朱
塗
り
の
社
殿
に
、

桜
花
、麗
し
。春
の「
平
安
神
宮
」。

紅
葉
、艶
や
か
。

「
秋
は
も
み
じ
の
永
観
堂
」

待
ち
か
ね
た
春
。そ
の
う
ら
ら
か
な
陽
射
し
が
山
肌

を
な
で
、そ
こ
か
し
こ
に
草
木
が
萌
え
い
出
る
頃
、

京
の
彩
り
は
、桜
花
爛
漫
。美
し
い
文
化
の
華
を
咲

か
せ
て
き
た
岡
崎
の
地
に
も
、桜
の
名
所
に
花
見
の

客
が
集
い
、桜
並
木
を
従
え
た
琵
琶
湖
疏
水
に
は

「
岡
崎
桜
回
廊
十
石
舟
」が
め
ぐ
り
ま
す
。京
の
春
風

に
、は
ら
り
は
ら
り
と
枝
を
舞
わ
せ
て
、み
ず
み
ず

し
い
花
弁
を
散
ら
す
春
景
色
。平
安
遷
都
千
百
年
を

記
念
し
て
創
建
さ
れ
た
平
安
神
宮
に
は
、朱
と
緑
が

鮮
や
か
な
社
殿
を
取
り
巻
く
広
大
な
神
苑
に
、紅
枝

垂
れ
桜
が
艶
や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

瑞
々
し
き
疏
水
の
夏
景
色
。

涼
陰
誘
う「
祇
園
白
川
」。

若
葉
の
季
節
が
過
ぎ
、瑞
々
し
い
新
緑
に
陽
光
が
き

ら
め
く
。ほ
と
ば
し
る
光
に
木
々
の
生
命
も
ひ
と
き

わ
み
な
ぎ
り
、キ
ラ
キ
ラ
と
ま
ぶ
し
さ
を
増
す
夏
。

平
安
神
宮
の
大
鳥
居
の
南
、仁
王
門
通
に
沿
う
鴨
東

運
河
か
ら
白
川
分
水
と
し
て
南
流
す
る
流
れ
を
追

え
ば
、さ
ざ
め
く
水
面
に
、空
の
青
、木
々
の
緑
が
美

し
く
映
え
踊
り
ま
す
。や
が
て
、三
条
通
に
架
か
る

白
川
橋
を
超
え
、辿
り
着
く
の
は
京
都
随
一
の
花

街
・
祇
園
白
川
。ど
こ
か
華
や
か
に
浮
き
立
つ
街
の

表
情
に
、祇
園
祭
の
壮
麗
な
夏
の
兆
し
を
感
じ
ま
す
。

暑
さ
の
中
に
も
、心
に
涼
や
か
な
風
を
運
ん
で
く
れ

る
夏
景
色
で
す
。

甍
を
渡
る
乾
い
た
風
が
、行
き
つ
戻
り
つ
季
節
を
運

ん
で
く
る
。釣
瓶
落
し
の
秋
の
日
が
し
っ
と
り
と
身

に
し
む
頃
、清
浄
閑
静
な
寺
社
の
庭
々
も
ひ
そ
か
に

錦
繍
の
装
い
を
整
え
ま
す
。岡
崎
か
ら
二
条
通
を
東

へ
。白
川
通
を
経
て
鹿
ヶ
谷
の
麓
へ
進
む
と
、浄
土

宗
西
山
禅
林
寺
派
総
本
山「
永
観
堂
」の
伽
藍
が
広

が
り
ま
す
。正
式
に
は
禅
林
寺
と
呼
ば
れ
る
名
刹
は
、

古
く
よ
り
紅
葉
の
名
所
と
し
て「
秋
は
も
み
じ
の
永

観
堂
」と
謳
わ
れ
て
き
ま
し
た
。錦
繍
の
衣
を
纏
い

な
が
ら
、落
日
の
光
芒
と
彩
り
を
競
う
。日
、一
日
と

澄
み
は
じ
め
る
風
の
気
配
に
、も
の
皆
美
し
く
心
に

響
く
秋
景
色
で
す
。

白
雪
、清
し
。し
ん
し
ん
と
、

心
を
研
ぎ
澄
ま
す「
哲
学
の
道
」。

琵
琶
湖
疏
水
の
分
流
沿
い
に
延
び
る「
哲
学
の
道
」。

哲
学
者
・
西
田
幾
多
郎
が
散
策
、思
索
に
ふ
け
っ
た

こ
の
道
は
、春
に
は
水
面
を
埋
め
尽
く
す
花
弁
の

流
れ
が
圧
巻
の
桜
景
色
で
人
を
魅
了
し
、比
叡
お

ろ
し
の
厳
し
い
寒
さ
に
万
物
の
凍
て
つ
く
冬
に
は
、

枯
れ
色
に
沈
ん
だ
木
々
が
、し
ん
し
ん
と
降
り
積

む
雪
に
粧
わ
れ
、や
が
て
疏
水
べ
り
の
小
道
も
白

一
色
の
清
浄
の
世
界
に
。疏
水
岸
に
は
コ
サ
ギ
が

寒
さ
を
じ
っ
と
堪
え
忍
ぶ
姿
を
見
せ
る
な
ど
、凛

と
し
た
冬
の
情
趣
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。雪
の
冷

た
さ
を
秘
め
な
が
ら
も
、ど
こ
か
柔
ら
か
な
白
き

明
る
さ
の
冬
景
色
で
す
。

京
都
の
歴
史
文
化
を
、
季
節
と
巡
る
。
平
安
神
宮
の
歳
時
記
。

■ 

平
安
神
宮（
平
成
二
十
四
年
四
月
撮
影
）・祇
園
白
川（
平
成
二
十
三
年
四
月
撮
影
）・青
蓮
院
門
跡（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
撮
影
）・哲
学
の
道（
平
成
二
十
四
年
五
月
撮
影
）・永
観
堂 

紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
平
成
二
十
六
年
十
一月
撮
影
）

　

 

平
安
神
宮 

八
重
紅
枝
垂
れ
桜 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
平
成
二
十
六
年
四
月
撮
影
）・京
都
薪
能（
平
成
二
十
六
年
六
月
撮
影
）・時
代
祭（
平
成
二
十
五
年
十
月
撮
影
）

平
安
神
宮

神
苑

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
平
安
神
宮

の
神
苑
は
、明
治
時
代
の
代
表
的
な

日
本
庭
園
。東・中・西・南
の
四
庭
か

ら
な
り
、春
は
神
苑
全
体
で
約
百
五

十
本
あ
る
紅
枝
垂
れ
桜
が
開
花
。六

月
に
は
約
二
千
株
も
の
花
菖
蒲
が
見

頃
を
迎
え
る
。

時
代
祭

葵
祭
、祇
園
祭
と
と
も
に
京
都
三
大

祭
の一つ
と
し
て
知
ら
れ
る
時
代
祭
は
、

毎
年
十
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
る
。

約
二
千
名・約
二
キ
ロ
に
わ
た
る
時
代

絵
巻
の
行
列
。順
次
、心
に
過
ぎ
去

り
し
京
都
の
歴
史
を
し
の
ば
せ
る
。

京
都
薪
能

夕
闇
に
浮
か
び
上
が
る
社
殿
を
背
景

に
、か
が
り
火
が
焚
か
れ
る
な
か
、金

剛・観
世・大
蔵
各
流
派
が
幽
玄
の
世

界
を
繰
り
広
げ
る
。初
夏
の
風
物
詩

と
し
て
国
内
外
か
ら
多
数
の
来
館
者

が
訪
れ
る
京
都
薪
能
を
、毎
年
、気
軽

に
堪
能
で
き
る
。 春

夏

秋
冬 悠

久
の
時
の
流
れ
の
中
に
、

艶
や
か
な
四
季
の
移
ろ
い
を
。

時 季 の 美

六 五



京
の
風
雅
と
躍
動
を

手
中
に
収
め
る
日
常
。

平
安
神
宮
を
徒
歩
5
分
の
近
さ
に
し
な
が
ら
、観
光

地
の
喧
騒
と
は
一
線
を
画
し
た
比
較
的
落
ち
着
い
た

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。日
々
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
も
イ

オ
ン
東
山
二
条
店
が
徒
歩
5
分
、フ
レ
ス
コ
プ
チ
東

山
三
条
店
が
徒
歩
8
分
と
便
利
で
す
。医
療
施
設
も

身
近
に
携
え
、左
京
区
な
ら
で
は
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

で
お
お
ら
か
な
暮
ら
し
を
満
喫
し
な
が
ら
、こ
の
地

を
拠
点
に
古
都
・
京
都
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
の
に

も
絶
好
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。ま
た
、徒
歩
1
3
分
の

京
阪
本
線
・
鴨
東「
三
条
」駅
か
ら
、大
阪「
淀
屋
橋
」駅

へ
は
特
急
利
用
で
5
1
分
。徒
歩
6
分
の
地
下
鉄
東

西
線「
東
山
」駅
か
ら
は
、「
烏
丸
御
池
」駅
で
地
下
鉄

烏
丸
線
に
乗
り
換
え
れ
ば「
京
都
」駅
へ
1
1
分
と
軽

快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
魅
力
な
立
地
で
す
。
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「
京
都
」駅
ま
で
11
分

地
下
鉄
東
西
線「
東
山
」駅
よ
り
※
1

地
下
鉄
東
西
線

「
東
山
」駅 

6
分

徒歩

京
阪
本
線
・
鴨
東
線

「
三
条
」駅 

13
分

徒歩

※
1
「
烏
丸
御
池
」駅
に
て
地
下
鉄
烏
丸
線
に
乗
り
換
え
。
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阪急京都線 河原町
烏丸

四条
烏丸御池

JR京都線

地下鉄東西線
至太秦天神川

至梅田

至竹田

至
国
際
会
館

至大阪

至新大阪

至米原

至六地蔵

至東京

神宮丸太町 ヴィラ岡崎神宮

東山

地
下
鉄
烏
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京
阪
本
線

京
阪

鴨
東
線

京都

出町柳

三条
三条京阪

訪
れ
る
だ
け
で
は

知
り
尽
く
せ
な
い
、

繊
細
な
京
の
情
緒
に

触
れ
る
暮
ら
し
を
。

地 の 才 器

開
花
時
期
は
、桜
前
線
に
遅
れ
る
こ
と一週
間
程
度
で
四

月
上
旬
と
な
る
こ
と
が
多
い
。毎
年
十
五
日
の
例
祭
に
は

ま
る
で
奉
祝
す
る
か
の
よ
う
に
見
ご
ろ
を
迎
え
る
。

【 

平
安
神
宮 

八
重
紅
枝
垂
れ
桜 

】

京
都
を
代
表
す
る
文
化・交
流
ゾ
ー
ン
、岡
崎
地
域
の
疏

水
沿
い
約
一・五
㎞
を
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
花
灯
路
で
演

出
。あ
わ
せ
て
十
石
舟
夜
桜
運
転
も
行
わ
れ
る
。

【 

岡
崎
桜
回
廊 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

】

水
音
を
聞
き
な
が
ら
、空
か
ら
舞
い
散
る
桜
吹
雪
を
見

上
げ
る
贅
沢
。疏
水
沿
い
に
咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
山
桜
、

水
と
華
の
織
り
な
す
妙
が
人
気
を
博
し
て
い
る
。

【 

岡
崎
さ
く
ら
・
わ
か
ば
回
廊 

十
石
舟
め
ぐ
り 
】
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神
社
仏
閣
な
ど
の
歴
史
的
意
匠
と
、
美
術
館

な
ど
の
近
代
建
築
物
が
、
調
和
の
妙
を
街
並

に
描
く
岡
崎
。
こ
の
地
に
宿
る
美
意
識
と
呼

応
す
る
た
め
に
、
「
ヴ
ィ
ラ
岡
崎
神
宮
」

は
、
伝
統
的
な
和
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
薫
る
意
匠
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
独
自
の
存
在
感
を
主

張
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
美
と
感
動
に
昇

華
す
る
意
匠---

こ
こ
に
住
ま
う
オ
ー
ナ
ー
の

誇
り
に
寄
り
添
う
よ
う
に
、
鴨
東
運
河
に
映

え
る
凛
然
と
し
た
佇
ま
い
で
誕
生
し
ま
す
。

凛 然 の 構 え

岡
崎
の
美
意
識
に
響
き
合
う
端
正
の
格
、深
遠
の
妙
。

端
正
な
グ
リ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム
が
片
流
れ
の
大
屋
根
を
支
え
て
い
る
か
の
よ
う
な
大
胆
な

フ
ァ
サ
ー
ド
。シ
ン
プ
ル
で
い
て
風
格
を
宿
す
そ
の
佇
ま
い
は
、ま
さ
に
、歴
史
と
建
築
が

調
和
す
る
こ
こ
岡
崎
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。ま
た
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
一
歩

ホ
ー
ル
へ
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、西
陣
織
を
配
し
た
壁
面
と
円
相
窓
、そ
し
て
格
子
扉
が

陰
翳
の
中
に
浮
か
び
上
が
り
、深
遠
な
る
世
界
観
が
住
む
人
を
厳
か
に
出
迎
え
ま
す
。

■［エントランスホール］完成予想図■［外観］完成予想図
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研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

機
能
美
。

快 適 性 能

※掲載の室内・設備写真は実際の住戸（Aタイプ）にて2019年9月に撮影したものです。

ホ
ー
ロ
ー
整
流
板

レ
ン
ジ
フ
ー
ド

汚
れ
の
つ
き
や
す
い
レ
ン

ジ
フ
ー
ド
の
吸
気
口
に

ホ
ー
ロ
ー
の
整
流
板
を

採
用
。整
流
板
の
効
果

に
よ
り
、吸
い
込
み
力
が

さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
プ
レ
ー
ト

（
人
造
大
理
石
製
）

シ
ン
ク
上
を
有
効
活
用

で
き
る
ス
ラ
イ
ド
プ

レ
ー
ト
。必
要
な
と
き

に
だ
け
シ
ン
ク
上
が
水

切
り
・
作
業
台
に
な
り

便
利
で
す
。

人
造
大
理
石

カ
ウ
ン
タ
ー

耐
久
性
に
も
優
れ
お
手
入

れ
も
簡
単
な
カ
ウ
ン
タ
ー

は
、丈
夫
で
美
し
い
人
造

大
理
石
で
す
。

ホ
ー
ロ
ー

キ
ッ
チ
ン
パ
ネ
ル

飛
び
散
っ
た
油
汚
れ
も

軽
く
拭
く
だ
け
で
お
手

入
れ
し
や
す
く
、揚
げ

物
や
炒
め
物
も
汚
れ
を

気
に
せ
ず
で
き
ま
す
。

ま
た
、マ
グ
ネ
ッ
ト
が
使

え
て
便
利
で
す
。

I
H
コ
ン
ロ

お
手
入
れ
し
や
す
い
ガ
ラ
ス

ト
ッ
プ
コ
ン
ロ
。1
5
段
階
の

レ
ベ
ル
設
定
な
ど
便
利
な
機

能
付
。

ホ
ー
ス
付
シ
ン
グ
ル

レ
バ
ー
混
合
水
栓

湯
温
調
整
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
の
シ
ン
グ
ル
レ

バ
ー
水
栓
。シ
ャ
ワ
ー
ヘッ
ド
が
引
き
出

せ
ま
す
の
で
、洗
髪
に
も
便
利
で
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー一
体
型

人
造
大
理
石
ボ
ウ
ル

光
沢
が
美
し
い
人
造
大
理
石
製
。カ
ウ

ン
タ
ー
と
の
継
ぎ
目
が
な
く
、お
手
入

れ
が
容
易
で
す
。

ウ
ォ
シ
ュレ
ッ
ト
の
便
座
と
ノ
ズ
ル
に
は
、

防
汚
効
果
の
高
い
ク
リ
ー
ン
樹
脂
を
採

用
。汚
れ
を
は
じ
く
の
で
、お
手
入
れ

も
簡
単
で
す
。

メーカー参考写真

ク
リ
ー
ン
樹
脂

ウ
ォ
シ
ュレ
ッ
ト

暖
房
・
洗
浄
・
脱
臭
機
能
を
装
備
し
た

多
機
能
な
便
座
。便
座
コ
ー
ド
が
な
い

の
で
お
掃
除
が
簡
単
な
上
、家
計
に
や

さ
し
い
節
電
仕
様
で
す
。

ヘ
ア
キ
ャッ
チ
ャ
ー

髪
の
毛
や
ゴ
ミ
が
掴

み
や
す
く
、捨
て
や

す
い
の
で
お
掃
除
も

簡
単
で
す
。

キ
レ
イ
ド
ア

汚
れ
や
す
い
浴
槽
側
の

ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
を
な
く

す
こ
と
で
、カ
ビ
の
付

着
を
抑
え
、清
掃
が
手

軽
に
な
る
よ
う
に
配
慮

し
ま
し
た
。

エ
コ
フ
ル
シ
ャ
ワ
ー

オ
ン
オ
フ
の
切
り
替
え
が
簡
単
に
で
き
、省
エ
ネ
・
省
コ
ス

ト
を
実
現
す
る
節
湯
タ
イ
プ
の
シ
ャ
ワ
ー
ヘッ
ド
。

Bathroom

Toilet

KitchenPowder Room
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外
壁
の
コン
ク
リ
ー
ト
厚
さ
は
、約
1
5
0
〜
1
8
0
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
確
保
。外
部
か
ら
の
音
の
伝
わ
り
を
抑
え
、

快
適
な
室
内
環
境
を
創
造
し
ま
す
。

外
壁
厚

2
枚
の
ガ
ラ
ス
の
間
に
中
空
層
を
挟
ん
だ
複
層
ガ
ラ
ス
を

採
用
。冷
暖
房
効
果
を
高
め
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
貢
献

し
ま
す
。

複
層
ガ
ラ
ス

戸
境
壁
厚
は
約
1
3
7
m
m
。中
間
に
軽
量
鉄
骨
を
施

し
て
壁
強
度
を
高
め
、グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
を
充
填
し
た
生
活

音
対
策
仕
様
の
耐
火
遮
音
間
仕
切
を
採
用
。（
一
部
除

く
）隣
接
住
戸
の
生
活
音
を
軽
減
で
き
る
の
で
、よ
り
快

適
な
毎
日
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。

乾
式
耐
火
遮
音
間
仕
切
壁

外壁厚 イメージ図

タイル貼り（一部吹付）

断熱材発泡ウレタン吹付
（約 20mm）

プラスターボード

木軸またはGLボンド

コンクリート壁
（約 150～180mm）

上
下
階
の
音
の
伝
わ
り
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
に
、

住
戸
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
ス
ラ
ブ
厚
は
約
1
5
0㎜（
界

床
の
み
）以
上
を
確
保
し
、さ
ら
に
下
地
材
と
遮
音
性
能

Δ
L
L（
I
）-

4
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
構
成
し
た

床
構
造
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

床

地
震
な
ど
に
よ
り
扉
枠
が

多
少
変
形
し
て
も
、ド
ア
を

開
け
て
住
戸
内
か
ら
避
難

で
き
る
よ
う
に
、戸
先
部
に

隙
間（
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
）を
設

け
た
対
震
ド
ア
枠
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

対
震
ド
ア
枠

地
震
の
揺

れ
を
い
ち

早
く
感
知

す
る
P
波

セ
ン
サ
ー
を

導
入
し
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー

緊
急
停
止

装
置
を
採

用
し
て
い
ま

す
。緊
急
停

止
装
置
作

動
後
、自
動

診
断
運
転

を
行
い
ま

す
。異
常
が

な
け
れ
ば

仮
復
旧
。

後
、点
検
を

行
い
運
転

を
再
開
し

ま
す
。

地
震
時
管
制
機
能
付
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

毎
日
を
快
適
に
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、各
タ

イ
プ
に
エ
ア
コ
ン
を
標
準
装

備
し
て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

外
部
の
冷
気
や
温
熱
が
室
内
に
影
響
し
な
い
よ
う
、屋

根
、最
下
階
の
床
下
、外
壁
に
接
す
る
部
屋
内
な
ど
に

断
熱
材
を
施
し
ま
し
た
。

外
壁
断
熱

共
用
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
の
来
訪
者
を
確
認
し
、ワ
ン

タ
ッ
チ
で
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
解
錠
で
き
る
カ
ラ
ー
モ
ニ

タ
ー
付
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
。今
回
採
用
し
て
い
るW

indea

は
、録
音
機
能
を
は
じ
め
多
数
の
機
能
を
搭
載
し
、安

心
で
快
適
な
マ
ン

シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
を

ご
提
案
し
ま
す
。

多
機
能
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

「
W
i
n
d
e
a（
ウ
ィ
ン
デ
ィ
ア
）」

宅
配
ボ
ッ
ク
ス

玄
関
錠
は
、上
下
2
箇
所
に
鍵
を
設
け
た
ダ
ブ
ル
ロ
ッ

ク
と
す
る
こ
と
で
防
犯
性
を
高
め
ま
し
た
。

ダ
ブ
ル
ロ
ッ
ク

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
こ
そ

細
心
の
配
慮
を
。

先 進 性 能

来訪者がロビーインターホンを操作してから、
最初の2秒間の映像を子画面に自動再生し
ます。来訪者が動いてしまった時や、いたず
ら目的の呼び出し時にも、来訪者の顔が確
認できて安心です。

イメージイラスト

● プレーバック再生機能
来訪者の映像をのがさない。

《便利な機能》

子画面をタッチすると、子画面とメイン画面
の切り替えが可能です。

Windea（参考写真）

● 録音機能
● ワイドビュー映像ズームで
　 来客映像確認
● プレーバック再生機能
● 来訪者自画像投影機能
● お引取り機能
● バイリンガル機能
● 自動逆光補正機能
● ゆったりトーク

デ
ッ
ド
ボ
ル
ト
の
鎌
が
枠
に
引
っ
か
か
る
鎌
デ
ッ
ド
錠
を

採
用
し
ま
し
た
。強
引
な
ド
ア
の
こ
じ
開
け
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

鎌
付
デ
ッ
ド
錠

ボ
タ
ン
を
押
し
て
回
す
仕
組
み
の
サ
ム
タ
ー
ン
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、工
具
を
使
い
不
正
解
錠
す
る「
サ

ム
タ
ー
ン
回
し
」を
防
止
し
ま
す
。

防
犯
サ
ム
タ
ー
ン（
内
部
）

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
。録
画
機

能
を
設
け
た
管
理
体
制
で
不
測
の
事
態
に
も
対
応
し
ま

す
。ま
た
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
防
犯
カ
メ
ラ
映
像
を
1
階
の

か
ご
外
に
表
示
し
防
犯
抑
止
効
果
を
高
め
ま
す
。ま
た
、

ペッ
ト
ボ
タ
ン
を
設
け
、ペッ
ト
が
乗
って
い
る
か
が
分
か
り

ま
す
。

住
戸
キ
ー
は
、防
犯
性
と
操

作
性
に
優
れ
た
リ
バ
ー
シ
ブ

ル
デ
ィ
ン
プ
ル
キ
ー
を
採
用
。

特
殊
構
造
の
鍵
穴
に
よ
り

ピ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
不
正
解

錠
や
複
製
が
ほ
ぼ
不
可
能

で
す
。ま
た
、キ
ー
は
表
裏

ど
ち
ら
向
き
に
差
し
込
ん

で
も
使
用
で
き
ま
す
。

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
デ
ィ
ン
プ
ル
キ
ー

リバーシブル
ディンプルキー概念図

防
犯
カ
メ
ラ
・
か
ご
内
防
犯
カ
メ
ラ

吹付硬質
ウレタンフォーム

吹付硬質
ウレタンフォーム

硬質ウレタンフォーム

ポリスチレンフォーム

吹付硬質
ウレタンフォーム

コンクリートスラブ

フローリング

レベリング（一部除く）

約150mm
以上

クリアランス クリアランス

ドア枠とドアとの
クリアランスが
小さい

従来のドア枠

ドア枠とドアとの
クリアランスが
大きい

対震ドア枠

初期微動（P波） 主要動（S波）地震発生

初期微動
感知

主要動
感知

かご内表示と
アナウンスを行います

最寄り階に着床

最寄り階に
着床

運転休止

弱い地震

運転休止

安全装置が
作動した場合

主要動［高］

主要動［低］

点検後運転再開

強い地震

参考写真 参考写真 参考写真 参考写真 参考写真

対震ドア枠概念図

断熱工法イメージ図

地震時管制機能付エレベーター概念図

24
時
間
3
6
5
日
い
つ
で

も
好
き
な
時
間
に
荷
物

を
取
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
フ
ル
タ
イ
ム
ロ
ッ
カ
ー

を
設
置
。出
張
や
ご
旅
行

な
ど
、長
期
の
不
在
時
で

も
便
利
で
す
。

※
地
震
の
規
模
等
に
よ
り
、ド
ア
が

　

開
か
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

防
犯

遮
音

防
災

断
熱

そ
の
他

中空層

板ガラス

防犯カメラ（参考写真）

かご内のカメラ映像表示
（参考写真）

かご内のペットボタン
（参考写真）

※

遮
音
性
能
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グラスウール
50mm厚

硬質石膏ボード

戸境壁概念図

床構造概念図

複層ガラス概念図

※最大通信速度は、技術規格上の最大値であり、
実使用速度を示すものではありません。インターネット
ご利用の速度は、ご利用環境や回線混雑状況な
どにより低下する場合があります。

会費無料の
福祉厚生
サービス

24時間365日
対応の
テクニカル
サポートセンター

最大1Gbpsの
光インターネット
サービスが
使い放題

入居と同時に
Wi-Fi利用が
可能

※
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京
都
に
居
を
構
え
る
こ
と
の
真
髄
。
そ
れ
は
、
人
々
の
暮
ら
し
の

中
に
息
づ
く
美
意
識
、
礼
儀
、
ふ
る
ま
い
、
そ
し
て
季
節
感…
。
こ

の
都
市
に
身
を
置
い
て
こ
そ
実
感
で
き
る
京
の
繊
細
な
情
緒
、
日

常
を
過
ご
し
て
こ
そ
分
か
る
こ
の
街
の
魅
力
を
我
が
物
と
し
て

享
受
す
る
愉
悦
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
、
岡
崎
の
地
に
、「
ヴ
ィ

ラ
岡
崎
神
宮
」
が
叶
え
る
価
値
と
は
、
日
本
人
の
心
の
奥
底
の
琴

線
を
間
近
に
す
る
暮
ら
し
。
ま
さ
に
京
都
を
知
り
日
本
を
識
る
人

の
た
め
の
得
難
き
舞
台
で
す
。
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